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民
報

員
は
亀
山
市
の
乾
式
（
乾
い
た

床
）
の
洋
式
ト
イ
レ
と
、
古
く
て

臭
く
て
汚
い
鈴
鹿
市
の
和
式
ト

イ
レ
と
の
違
い
を
写
真
で
比
べ

て
、
ぜ
ひ
鈴
鹿
市
も
集
中
的
に

洋
式
へ
の
改
修
を
行
な
う
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

高
橋
議
員
は
、
今
の
子
ど
も

た
ち
は
家
庭
で
も
洋
式
ト
イ
レ

で
育
っ
て
い
る
の
で
、
和
式
を
使

え
ず
我
慢
し
て
便
秘
に
な
っ
た

り
し
て
、
心
に
も
健
康
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
災
害
時
に
避
難
所
と
な

る
学
校
や
公
共
施
設
の
ト
イ
レ

が
、
誰
も
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
な
い
の
も
問
題
だ
と
指
摘

し
ま
し
た
。

中
道
教
育
長
は
、
学
校
ト
イ

レ
の
洋
式
化
は
お
く
れ
て
お
り
、

計
画
的
に
進
め
て
い
く
課
題
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
公
共
施
設
マ

状
況
か
ら
実
施
は
困
難
、
国
に

強
く
要
望
す
る
と
答
え
る
の
み

で
し
た
。
石
田
議
員
は
、
来
年

石
田
議
員
は
9
月
議
会
で
、

国
民
健
康
保
険
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
２
０
１

８
年
度
は
2
億
８
千
万
円
の
黒

字
、
そ
し
て
黒
字
を
貯
め
た
「
支

払
準
備
基
金
」
残
高
は
13
億
円

余
。
こ
れ
は
1
年
分
の
保
険
料

収
入
39
億
円
の
3
分
の
1
に
当

た
り
ま
す
。

石
田
議
員
は
、
16
年
度
に
平

均
17
％
も
引
き
上
げ
ら
れ
、
県

内
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
高
い
保
険

料
、
そ
の
結
果
た
め
込
ん
だ
13

億
円
を
、
市
民
に
還
元
す
る
こ

と
、
と
く
に
「
均
等
割
」
保
険
料

を
引
き
下
げ
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

保
険
料
「
均
等
割
」
（
１
人
4

万
８
０
０
円
）
は
、
所
得
と
関
係

な
く
世
帯
人
数
で
計
算
さ
れ
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
ど
も
か

ら
も
容
赦
な
く
取
り
立
て
る

「
現
代
の
人
頭
税
」
で
す
。
他
の

保
険
制
度
に
は
無
い
国
保
だ
け

の
制
度
で
、
全
国
知
事
会
・
市
長

会
も
国
に
廃
止
を
求
め
て
い
ま

す
。石

田
議
員
は
、
18
才
以
下
の

子
ど
も
全
て
の
均
等
割
を
無
く

す
に
は
１
・
２
億
円
で
出
来
る
、

基
金
13
億
円
の
一
部
を
回
せ
ば

よ
い
と
実
行
を
求
め
ま
し
た
。

末
松
市
長
や
担
当
部
局
は
、

子
ど
も
「
均
等
割
」
の
引
き
下
げ

は
必
要
と
の
認
識
は
あ
る
も
の

の
、
負
担
の
公
平
性
や
財
政
の

国保基金のため込み13億円を

鈴
鹿
市
の
市
営
住
宅
団
地
は

16
カ
所
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多

く
が
築
30
年
以
上
で
老
朽
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
市
の
「
長
寿
命

化
計
画
」
で
は
、
今
後
し
っ
か
り

改
修
工
事
を
「
行
な
う
団
地
と
、

行
な
わ
な
い
団
地
」
に
分
類
し
、

「
行
わ
な
い
団
地
」
は
「
維
持
保

全
」
の
み
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
田
議
員
は
6
月
議
会
で
、

「
維
持
保
全
」
と
さ
れ
た
岡
田
団

地
の
、
外
壁
や
手
す
り
の
塗
装

が
劣
化
し
て
い
て
も
補
修
さ
れ

な
い
こ
と
を
取
り
上
げ
、
市
は

い
ま
暮
ら
し
て
い
る
入
居
者
に

「
健
康
で
文
化
的
な
」
住
居
を
保

障
す
る
責
任
が
あ
り
、
「
古
い
な

が
ら
も
き
ち
ん
と
手
入
れ
が
さ

れ
て
い
る
」
状
態
に
補
修
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

順 位 1人当り保険料 モデル世帯保険料

１ 鈴鹿市 113,494 鈴鹿市 600,500

２ 鳥羽市 110,906 津 市 587,000

３ 津 市 107,256 鳥羽市 538,300

４ 桑名市 103,256 松阪市 525,900

５ いなべ市 100,555 桑名市 499,200

14市平均 93,872 498,135

（モデル世帯・自営業40代夫婦と子ども2人・年所得300万円）

三重県下14市の国民健康保険料の比較(2018年度)

高
橋
さ
つ
き
議
員
は
6
月
議

会
一
般
質
問
で
、
学
校
ト
イ
レ

の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

鈴
鹿
市
の
小
中
学
校
は
昭
和

40
～
50
年
代
に
建
て
ら
れ
た
校

舎
が
多
く
、
老
朽
化
が
す
す
ん

で
い
ま
す
。
ト
イ
レ
は
多
く
が

湿
式
（
昔
な
が
ら
の
タ
イ
ル
の
濡

れ
た
床
）
に
和
式
便
器
で
す
。
洋

式
化
率
は
全
国
43
・
３
％
、
三

重
県
41
・
５
％
、
鈴
鹿
市
は
31
・

４
％
と
遅
れ
て
い
ま
す
。

高
橋
議
員
は
、
お
隣
の
亀
山

市
は
9
年
も
前
に
集
中
的
に
ト

イ
レ
改
善
に
取
り
組
み
、
洋
式

化
率
69
％
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
。
明
る
く
て
ベ
ン
チ
の
付

い
た
入
口
、
便
座
も
温
か
く
、
男

女
1
つ
ず
つ
は
手
す
り
・
ウ
ォ
ッ

シ
ュ
レ
ッ
ト
付
き
、
中
学
校
で
は

「
音
姫
」
便
座
除
菌
ス
プ
レ
ー
付

き
、
な
ど
子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い

や
り
が
見
ら
れ
ま
す
。
高
橋
議

度
に
向
け
て
市
民
の
負
担
を
減

ら
す
検
討
を
重
ね
て
求
め
ま
し

た
。

古
い
・臭
い
・汚
い
、
鈴
鹿
市
の
学
校
ト
イ
レ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
財
政
負
担
の
平

準
化
を
考
慮
し
つ
つ
、
学
校
生

活
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

亀
山
市
で
は
9
年
前
に

改
修
、
き
れ
い
な
ト
イ
レ
に

す
べ
て
洋
式
化
へ
の
改
善
を
求
め
る

神戸小のトイレ

亀山中の学校トイレ

市
営
住
宅
の
定
期
的
な

点
検
・補
修
を

市営岡田団地

日本共産党鈴鹿市議団
高橋さつき市議 石田秀三市議

引き下げに回せ
国
保
に
し
か
な
い

「均
等
割
」
保
険
料

子
ど
も
か
ら
取
る
な
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高
橋
さ
つ
き
議
員
は
９
月
議

会
で
、
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
」
の

問
題
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。少

子
高
齢
化
が
す
す
む
中
、

女
性
の
労
働
力
を
確
保
す
る
た

め
で
も
あ
る
、
今
回
の
無
償
化

の
対
象
は
3
才
児
か
ら
で
、
0

～
2
才
児
（
低
所
得
世
帯
を
の

ぞ
く
）
の
世
帯
は
恩
恵
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
今
ま
で
と
同
様

に
高
い
保
育
料
を
払
い
、
消
費

税
ア
ッ
プ
分
だ
け
負
担
増
に
な

す
る
と
法
的
な
枠
に
し
ば
ら
れ

て
、
自
由
に
コ
ー
ス
や
バ
ス
停
な

ど
を
検
討
で
き
な
く
な
る
こ
と
、

②
こ
れ
ま
で
成
功
し
て
い
る
三

重
県
玉
城
町
、
愛
知
県
の
刈
谷

市
や
碧
南
市
は
す
べ
て
「
無
料
」

で
運
行
し
て
い
る
こ
と
、
が
示
さ

れ
、
市
民
の
声
を
十
分
反
映
し

た
新
し
い
公
共
交
通
に
す
る
た

め
の
努
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

10
月
か
ら
幼
児
教
育
・

保
育
無
償
化
が
ス
タ
ー
ト

り
ま
す
。
一
方
3
～
5
才
児
の

世
帯
は
、
所
得
が
多
い
ほ
ど
恩

恵
を
多
く
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

格
差
を
広
げ
ま
す
。
高
橋
議
員

は
、
子
ど
も
に
差
を
つ
け
ず
、
ひ

と
し
く
保
育
を
す
る
た
め
に
、

0
～
2
才
児
に
も
市
独
自
の
助

成
を
求
め
ま
し
た
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
保
育
料
に

含
ま
れ
て
い
た
給
食
の
副
食
費

（
月
４
５
０
０
円
）
が
無
償
か
ら

切
り
離
さ
れ
、
実
費
負
担
と
な

り
ま
す
。
高
橋
議
員
は
、
給
食

は
単
な
る
食
事
で
は
な
く
「
食

育
」
で
あ
り
、
保
育
の
一
環
で
あ

り
、
切
り
離
す
こ
と
な
く
無
償

に
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

給
食
も
無
償
化
の

対
象
に
す
べ
き

末
松
則
子
市
長
は
、
改
選
後

の
6
月
市
議
会
で
地
域
公
共
交

通
に
つ
い
て
、
「
本
市
に
ふ
さ
わ

し
い
移
動
手
段
の
あ
り
方
」
を

検
証
し
、
総
合
的
な
公
共
交
通

体
系
の
構
築
を
め
ざ
す
こ
と
を

表
明
し
ま
し
た
。

石
田
秀
三
議
員
は
一
般
質
問

で
、
こ
れ
か
ら
市
が
進
め
よ
う

と
す
る
「実
証
運
行
」
に
つ
い
て
、

鈴
鹿
の
よ
う
な
町
は
「
移
動
制

秋
田
県
を
は
じ
め
全
国
で
１
０

０
超
の
自
治
体
で
は
、
独
自
に

無
償
化
や
負
担
軽
減
が
す
す
ん

で
い
ま
す
。

高
橋
議
員
は
、
保
育
士
は
全

産
業
平
均
よ
り
10
万
円
も
給
与

が
低
い
、
公
立
と
私
立
、
正
規
と

非
正
規
の
格
差
も
大
き
く
、
自

立
し
て
生
活
で
き
る
水
準
で
な

い
こ
と
が
、
人
材
不
足
の
要
因

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
県
内
他
市

の
よ
う
に
補
助
金
を
出
し
て
、

処
遇
の
底
上
げ
を
は
か
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

６
月
補
正
予
算
に
、
一
般
会

計
か
ら
水
道
会
計
へ
の
「
上
水
道

安
全
対
策
事
業
出
資
金
」
と
し

て
、
約
３
億
円
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
鈴
鹿
市
上
水
道

の
基
幹
的
な
配
水
施
設
で
あ
る

「住
吉
配
水
池
」の
更
新
事
業
に
、

工
事
費
の
４
分
の
１
を
支
援
す

る
予
算
の
本
年
度
分
。
完
成
ま

で
の
全
体
事
業
費
32
億
円
に
対

し
て
、
支
援
総
額
は
8
億
円
と

な
り
ま
す
。

２
０
１
７
年
12
月
議
会
に
水

道
料
金
の
12
％
値
上
げ
案
が
議

論
さ
れ
た
時
に
、
共
産
党
市
議

団
は
「
一
般
会
計
か
ら
の
支
援

で
値
上
げ
を
半
分
に
抑
え
る
」

提
案
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
水
道
局
は
、
上
水
道

事
業
は
「
独
立
採
算
」
が
原
則
で

あ
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
財
政

支
援
は
で
き
な
い
と
し
て
、
原

案
ど
お
り
の
値
上
げ
が
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
一
般
会
計
か
ら
の
出

資
金
支
援
が
、
値
上
げ
案
の
検

討
時
期
に
算
定
さ
れ
て
い
た
な

ら
、
上
げ
幅
を
抑
え
る
こ
と
も

可
能
で
し
た
。
石
田
議
員
は
９

月
議
会
の
決
算
審
議
の
中
で
、

今
か
ら
で
も
料
金
の
見
直
し
を

行
な
う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

の
状
態
に
応
じ
た
刈
り
方
を
、

発
注
時
に
指
示
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た

約
者
」
が
市
内
全
域
に
い
る
と

考
え
る
べ
き
で
、
全
市
を
対
象

に
す
る
こ
と
、
「
有
料
」
や
地
域

に
費
用
分
担
さ
せ
る
方
式
で
は

な
く
、
費
用
は
行
政
が
負
担
す

る
こ
と
、
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

担
当
す
る
都
市
整
備
部
は
、

交
通
の
専
門
家
な
ど
で
構
成
す

る
『
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
会
議
』
を
設
置
、
あ
ら
ゆ

る
可
能
性
、
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

保
育
士
の
処
遇
の

底
上
げ
を

０
～
２
才
児
は
対
象
外
な
ど
、
多
く
の
問
題
点

高橋さつき 市議

末
松
市
長
、
早
期
実
現
に
意
欲
し
め
す

市
民
の
足
＝
コ
ミ
バ
ス
（
地
域
公
共
交
通
）

め
ざ
し
て
、
来
年
度
に
実
証
運
行

て
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
幅
広
い
視

点
に
立
っ
て
検
討
し
、
来
年
度

に
は
実
証
運
行
を
進
め
た
い
と

答
え
ま
し
た
。

「
鈴
鹿
市
民
の
コ
ミ
バ
ス
を
よ

く
す
る
会
」
（
辻
井
良
和
会
長
）

実
証
運
行
は
「
無
料
」
で
行

な
う
こ
と
を
要
請

「コ
ミ
バ
ス
を
よ
く
す
る
会
」

は
２
０
１
２
年
に
発
足
し
た
市

民
団
体
で
、
先
進
地
の
見
学
、

住
民
懇
談
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
活

動
な
ど
を
取
り
組
み
な
が
ら
、

末
松
市
長
や
担
当
部
局
と
の
意

見
交
換
も
続
け
て
い
ま
す
。

8
月
に
行
な
わ
れ
た
市
長
と

の
懇
談
で
は
、
実
証
運
行
の
方

法
に
つ
い
て
「
よ
く
す
る
会
」
か

ら
、
無
料
で
行
な
う
こ
と
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
①
「
有
料
」
に

石田 秀三 市議

高
橋
議
員
は
９
月
議
会
で
、

小
中
学
校
の
保
護
者
負
担
、
入

学
時
の
様
々
な
費
用
な
ど
を
軽

く
す
る
方
法
と
し
て
、
「
制
服
リ

ユ
ー
ス
」
の
取
り
組
み
を
広
げ
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

新
入
生
や
転
校
生
、
サ
イ
ズ

が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
子
な
ど

に
、
制
服
な
ど
を
気
軽
に
譲
り

合
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く

り
、
家
庭
の
事
情
に
よ
っ
て
学

び
の
場
に
格
差
が
生
ま
れ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
市
全
体
で
も
行

な
う
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

市
教
委
は
、
制
服
・
体
操
服
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
も
寄
付
を
募

り
、
出
来
る
限
り
ス
ト
ッ
ク
す
る

よ
う
に
し
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む

と
答
え
ま
し
た
。

引
き
上
げ
た
水
道
料
金
の

見
直
し
を

石
田
議
員
は
9
月
議
会
で
、

市
道
の
除
草
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
市
は
主
要
な
市
道
１

１
４
路
線
の
除
草
を
、
業
者
委

託
で
年
2
回
実
施
し
て
い
て
、

範
囲
は
「
路
肩
か
ら
1
メ
ー
ト

ル
」の
幅
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

石
田
議
員
は
、
道
路
の
カ
ー
ブ

部
分
な
ど
で
、
見
通
し
が
悪
い

ま
ま
「
刈
り
残
し
」
に
な
っ
て
い

る
箇
所
が
あ
る
と
指
摘
、
現
場

道
路
の
除
草
、
カ
ー
ブ
の

見
通
し
な
ど
配
慮
し
て

上
水
道
事
業
に
一
般
会

計
か
ら
８
億
円
を
支
援

見通しの悪い市道カーブ部分（伊船町)

石田 秀三 tel.371-0423 伊船町2751 高橋さつき tel.324-8226 神戸6丁目5-21生活相談などお気軽に連絡下さい

「
制
服
リ
ユ
ー
ス
」
の

取
り
組
み
を


